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リオデジャネイロ政治・経済（2014年７月）
１．政治・社会
（１）政治

本年１０月の選挙に関する世論調査（３１日付オ・グローボ紙）
●リオデジャネイロ州（実施：IBOPE社、調査期間：７月２６日～２８日、対象：リオ州内３７市在住１２０４人、各数値の誤差は±３％）

州知事選
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　


支持率　　　
拒否率
アントニー・ガロチーニョ連邦下院議員（ＰＲ）　　　

２１％　　　
４４％
マルセロ・クリヴェラ前漁業養殖大臣（ＰＲＢ）　　　

１６％　　　
１５％
ルイス・フェルナンド・ペザォン州知事（ＰＭＤＢ）　

１５％　　　
１７％
リンジベルギ・ファリアス上院議員（ＰＴ）　　　　　

１１％　　　
１７％
白票・無効票　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

２１％
未定・無回答　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

１２％
上院議員選
ロマーリオ連邦下院議員（ＰＳＢ）　　　　　　　　　　　
２４％
セザル・マイア市議会議員（前リオ市長）（ＤＥＭ）　　　
１７％
エドゥアルド・セーラ（教師）（ＰＣＢ）　　　　　　　　
　
　７％
カルロス・ルピ元労働大臣（連邦下院議員）（ＰＤＴ）　　
　３％
●ミナスジェライス州（実施：IBOPE社）

州知事選

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　


支持率　　　
拒否率
フェルナンド・ピメンテル元開発商工大臣（PT）　　　
２５％　　　
１２％
ピメンタ・ダ・ヴェイガ元通信大臣（PSDB）　　　　　

２１％　　　
１０％
タルシジオ・デルガド（PSB）　　　　　　　　　　　 

　
　３％　　　　
　７％
白票・無効票　　　　　　　　　　　　　　　　　　　


１３％

未定・無回答　　　　　　　　　　　　　　　　　　　


３１％

上院議員選

アントニオ・アナスタジア前州知事（PSDB）　　　　　　　
３８％

ジョズエ・ゴメス（企業家、PMDB）　　　　　　　　　　　　
　７％

白票・無効票　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

１５％

未定・無回答　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

３１％

（２）社会

ワールドカップ、リオ市訪問の観光客は９０万人（１５日付オ・グローボ紙）
　本調査は、リオ州連邦大学・ESPM大学及びリオ州各機関の共同調査による。W杯期間中、リオ市には海外から４７万１千人、国内から４１万５千人の観光客が訪れ、当初予想されていた６０万人を４７．６％上回った。内訳は、アルゼンチン人が７万７千人、チリ人が４万５千人、コロンビア人３万１千人。市によれば観光セクターの利益は予想の４倍の４４億レアルだった。観光客の日平均の消費は６３９レアル。回答者の５８％が２０１６年のオリンピックを観るためにまたリオを訪れたいと答えている。外国人の回答者の満足度は９８．８％と高く、９８．３％が親族あるいは友人にリオを訪問先として勧めると答えた。１００万人以上がコパカバーナ海岸に設置されたパブリック・ビューイングで試合を視聴し、８１万５千人が同海岸のファンフェストを訪れた。
新たな秒読み、次なる試練はオリンピック（１３日付オ・グローボ紙）
　１３日付オ・グローボ紙は１６～２０面の特集記事を組み、W杯が終わり次の課題は南米初となるリオ五輪に向けた準備である旨報じた。開催まで、少なくとも３６６億レアル（１．６兆円）が投資される見込み。オリンピック期間中の２９日間で２００カ国から１万５千人のアスリート、７７０万人の観光客が訪れる見込み。パエス・リオ市長はインタビューで、港湾地区、市内北部（マドゥレイラ地区）にてW杯のFIFA FAN FESTのよううなパブリックビューイングイベントを行う方針を示した。一方で、連邦会計検査院（TCU）は五輪に向けたプロジェクトの内、予算総額や完了予定日が決まっていないものが多いことに懸念を示している。
事故から３年　サンタ・テレーザ路面電車の試運転は５ヶ月遅れ８月から開始予定

（７日付オ・グローボ紙）
　観光名物として人気であったリオ市サンタ・テレーザ地区の路面電車は３年前の２０１１年に６人が死亡する脱線事故を引き起こし、それ以来運行を停止していた。８月から試運転を開始予定。
２．経済

（１）経済一般
特になし。
（２）石油・天然ガス・石油化学・バイオ燃料
ペトロブラス社、GASMIGの株を売却すると発表　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 2014/7/18
　同社は、１８日付けプレスリリースにおいて、同社が保有するミナスジェライス州ガス公社（ＧＡＳＭＩＧ）の株４０％を、ミナスジェライス州電力公社（ＣＥＭＩＧ）に売却することを発表した。ＣＥＭＩＧはすでにＧＡＳＭＩＧの株５９．６％を保有する支配的立場にある。同社によれば、ペトロブラスはＧＡＳＭＩＧに対しては長期的契約に基づき天然ガスを供給する立場であるが、今回の売却によってそれら契約に影響を及ぼすようなことはないとしている。また、本件売却については、ペトロブラス２０１４－２０１８年の５か年計画に記載されているガス・エネルギー資産の見直しプロセスの一環であると主張している。
連邦検査院（ＴＣＵ）、パサデナに対するルセーフ大統領の責任は無しとの報告書を承認　　　　2014/7/24
　連邦検査院（ＴＣＵ）は、パサデナ製油所の購入に関し、ルセーフ大統領を含む当時の経営審議会についての責任はないとする報告書について承認をした。ただし、当時の総裁及び重役に対する責任はあるとして、総裁らに対し、１５日以内に７億９千億レアルの返還を求めることとした。なお、共和国検事総庁（ＰＲＧ）も当時の経営審議会の責任はないとして調査を打ち切った。
　
生産と選挙がペトロブラスに好影響　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　2014/7/24
　ペトロブラスの２２日の優先株は２１．０５レアルとなり、２０１２年９月１４日以来最高を記録した。その間最低だった２０１４年３月１７日の１１．８１レアルと比較すると７１．６％上昇した。なお、イ・ボベスパも同時期と比較して２７．３％上昇している。これは、大統領選挙においてルセーフ大統領の支持率が低下したこと、ペトロブラスの５月の生産が過去最高を記録したこと（当館注：プレサル油田の生産についてと考えられる）によるものである。
（３）鉱物資源
ヴァーレ、第２四半期の生産が記録を更新　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  2014/7/25
　２４日、ヴァーレは同社の第２四半期における鉄鉱石の生産が前年同期比12.6％増の7，940万トンとなったことを発表した。これは第２四半期としては、これまで最も高かった2012年の第２四半期を超え、過去最高であった。この発表を受け、同社の優先株は１．４％上昇した。なお、同社の優先株は今月だけですでに９．８７％上昇している。ただし、年間の累計としては８．８７％のマイナスであるとともに、専門家は、鉄鉱石の価格が依然低いことから、同社が今月３１日に発表するバランスシートは良い結果とはならないと見ている。
（４）鉄鋼
 ウジミナス、第2四半期で黒字確保も株価下落　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　2014/7/25
　株価が堅調なゲルダウに対し、ウジミナスの株価が冴えない。２４日、ウジミナスは第2四半期（４～６月）の決算を発表した。発表によると、昨年同期は赤字であったが、今期は1億1440万レアルの純利益を確保している。しかしながら、第1四半期と比べて38％減少しており、黒字確保の要因も、（本業の成長ではなく）コスト削減や余剰電力の売却収入となっている。今後同社は鋼板や鉄鉱石の輸出に注力するとのことである。
（５）その他
リオ州でアーチ状高速道路が開通　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　   2014/7/2
　１日、リオ州でアーチ状高速道路「アルコ・メトロポリターノ・ド・リオデジャネイロ（Arco Metropolitano do Rio de Janeiro）」の開通式が行われ、ルセーフ大統領、ペザオン州知事、カブラル元州知事、ドゥケ・デ・カシアス市長、リオ市長らが出席した。本道路は全長１４５ｋｍで、イタグアイ港からベンダ・ダス・ペドラス（イタボライ市）をアーチ状につなぐもの。途中には、ＢＲ１１６（リオ－サンパウロ間）、ＢＲ１０１（リオ－サントス間）、ＢＲ０４０（リオ－ベロオリゾンテ間）といった主要な道路と接続している。１日に３万台の交通量が見込まれ、２０３０年には１日４万５千台の交通量となる見込みである。約７０ｋｍ部分に関しては、道路幅の拡張（車線倍増）工事がまだ終了していないが、２０１６年中にすべての工事が終了する予定。
ブラジルでの自動車生産は、工業製品税の減税にもかかわらず２３％の下落　           2014/7/8
全国自動車製造者協会（Ａｎｆａｖｅａ）によると、６月の自動車生産は前月比２３．３％の下落、１月から６月の生産は前年同期比１６．８％の下落となった。Ａｎｆａｖｅａによると、これらの原因は、ワールドカップによる休日が多かったことや、自動車購入のための銀行の融資審査が厳しくなったことなどである。年始の時点において、今年の生産は前年比１．４％上昇する見込みとしていたが、それを下方修正し、生産はマイナス１０％となる見込みである。（了）

